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都市再開発法（昭和四十四年法律三十八号）第二の三第二項の規定による都市再開発の方針

を次のとおり定める。 

１．都市再開発の方針 

（１）県南西部の中心地区にふさわしい都市機能と、環境との共生や人へのやさしさに配慮

した魅力ある都市空間を形成するため、既成市街地内について都市基盤の整備を優先

的にかつ計画的に推進し、生活環境の整備、都市機能の整備、充実を図ることとし、

土地区画整理事業、市街地再開発事業等の面的な整備のほか地区計画等に基づく計画

的誘導策の実施により整備を行う。 

 （２）既成市街地中心部は、商業活動発展の可能性を含みながらも、自動車交通渋滞の慢性

化や市庁舎の基地跡地への移転によって都市の中心部としての活力が失われている。

今後、環境と共生した魅力ある中心市街地づくりとともに商店街の活性化を目指し地

区ごとの特性を活かしながら、市街地再開発事業、土地区画整理事業等を軸とした都

市基盤整備を図ると同時に土地の高度利用を推進する。 

 （３）住宅及び住宅地の供給促進を図るため、市街地の特性や公共施設の整備状況に応 

じた的確な施策を展開する。既成市街地においては、市街地再開発事業等の面的整備

事業により、住宅の建替を促進する。市街地においても、土地区画整理事業等の面的

整備事業により、計画的な住宅地の供給を推進する。 

（４）市街化区域内の農地や低・未利用地等についても、土地区画整理事業等の面的整備事

業や地区計画等を活用した土地の有効・高度利用により良好な住宅地の形成を誘導す

る一方、保全すべき農地については、生産緑地地区を活用し、都市内の緑とオープン

スペースとして確保する。 

 （５）暫定逆線引き区域の地区については、土地区画整理事業等を実施することにより市街

化区域へ再編入を行い、計画的に都市基盤を整備し、良好な住宅地の供給を図る。 

 

２．再開発を促進すべき地区の整備又は開発の方針 
  計画的な再開発が必要な市街地のうち、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進す

べき地区（再開発を促進すべき地区）については、再開発の必要度、緊急度、効果等から整

備優先度が非常に高く、別表のとおり整備又は開発の計画の概要を定める。 
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＜別表＞ 都市再開発方針の概要（２項再開発促進地区） 

地区番号・地区名 １ 銀座地区 

ａ 地区面積（ｈａ） 約 １６．１ｈａ 

ｂ 地区の再開発、整備等の

主たる目標 

・所沢市における古くからの中心市街地にふさわしい豊か

な都市環境並びに魅力と風格のある街づくりを目指し、

所沢都心地区としての再生を目指す。 

・所沢市の中心市街地の拠点的な位置にある地区を整備

し、文化・コミュニティ・業務機能の充実を図るととも

に、都市型住宅の供給等を行い、まちの活性化に寄与す

る魅力的な都市環境の形成を図る。 

ｃ 用途、密度に関する 

基本的方針、その他の 

土地利用計画の概要 

・土地の高度利用を目指し、公益施設、商業・業務施設、

都市型住宅及び防災機能施設等の整備を図る。 

ｄ 建築物の更新の方針 ・防災性の向上を図るため、既存の商業・業務施設及び建

築物の共同化・不燃化を促進する。 

ｅ 都市施設及び地区施設の 

  整備の方針 

・都市計画道路、生活道路の整備を図る。 

・建築物の壁面後退を誘導し、都市計画道路沿いセミモー

ル計画並びに東川沿いプロムナード計画等歩行者空間

の整備を図る。 

・優良建築物等整備事業等を適用した共同化事業を推進す

る。 

・公開空地の活用により、広場等の整備を図る。 

・東川の溢水対策として河川調整池の整備を図る。 

ｆ その他特記すべき事項 ・所沢元町北地区第一種市街地再開発事業を含む。（1.1ha）
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＜別表＞ 都市再開発方針の概要（２項再開発促進地区） 

地区番号・地区名 ２ 日東地区 

ａ 地区面積（ｈａ） 約 ７．３ｈａ 

ｂ 地区の再開発、整備等の 

主たる目標 

・県南西部の表玄関にふさわしい商業・業務等の拠点とし

て、土地区画整理事業や市街地再開発事業等による基盤

整備と土地の高度利用を図ることにより災害に強い安

全な市街地形成を目指す。 

ｃ 用途、密度に関する 

基本的方針、その他の 

土地利用計画の概要 

・土地の高度利用を目指し、公共施設、商業・業務施設、

都市型住宅及び防災機能施設等の整備を図る。 

ｄ 建築物の更新の方針 ・防災性の向上を図るため、土地区画整理事業や市街地再

開発事業等による計画的な整備を推進し、老朽化した建

築物の共同化、不燃化を促進する。   

  

ｅ 都市施設及び地区施設の 

  整備の方針 

・都市計画道路等の整備を図る。 

・駅西口、銀座地区とネットワークする賑わいのある快適

な歩行空間の整備を図る。 

・災害時に対応可能な公園・広場の整備を図る。 

・環境との共生に配慮した地区施設等の整備を図る。 

ｆ その他特記すべき事項 ・土地区画整理事業、並びに市街地再開発事業等による一

体的施行を図る。 
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＜別表＞ 都市再開発方針の概要（２項再開発促進地区）    【新規地区】 

地区番号・地区名 ３ 所沢駅西口地区 

ａ 地区面積（ｈａ） 約 ９．６ｈａ 

ｂ 地区の再開発、整備等の 

主たる目標 

・県南西部の表玄関としてふさわしい商業・業務等の拠点

として、土地区画整理事業により基盤整備と土地利用を

図ることにより災害に強い安全な都市形成を目指す。 

ｃ 用途、密度に関する 

基本的方針、その他の 

土地利用計画の概要 

・にぎわい創出ゾーンにおいては、公益施設、商業・業務

施設、及び防災機能施設等の整備を図る。 

 

ｄ 建築物の更新の方針 ・防災性や安全性の向上を図るため、土地区画整理事業等

の市街地開発事業により、土地の再編を行うことで、良

好な居住環境への改善を目的とし地区計画等の誘導を

図る。   

ｅ 都市施設及び地区施設の 

  整備の方針 

・都市計画道路等の整備を図る。 

・駅西口と東口をアンダーパスでつなぎ、ネットワーク化

することで回遊性を持たせたにぎわいのある快適なま

ちの整備を図る。 

・災害時に対応可能な防災機能を持たせた公園・広場の整

備を図る。 

・公園等の地下利用による駐輪場等の確保。 

・民間開発事業における公開空地の公共施設との一体的な

活用。 

・環境との共生に配慮した地区施設等の整備を図る。 

ｆ その他特記すべき事項 ・所沢駅西口と東口を繫ぐ補助幹線道路（仮称東西道路）

の事業推進を図る。 

 

 


